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令和５年　第２回

６月定例会
６月２日～５日

　報告２件のほか、条例改正、補正予算など提案された12
件全てを承認・可決しました。また、追加提案された同意案
及び諮問案についても同意・適任（答申）としました。

報　告
○報告第１号　令和４年度嘉島町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　 ・ ２億2,140万４千円を令和５年度に繰越して使用するもの
○報告第２号　令和４年度嘉島町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
　 ・  6,481万４千円を令和５年度に繰越して使用するもの

議案審議　承認･可決した案件
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第１号　嘉島町税条例の一部を改正する条例の制定について
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第２号　嘉島町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の制定について
　・上記の２件については、地方税法等の一部を改正する法律等が令和５年３月31日に公布され、
　　４月１日から施行されることに伴い、本条例の一部を専決により改正するもの。
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第３号　令和５年度嘉島町一般会計補正予算（第１号）
　・既定の予算総額に687万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を64億6,881万１千円に
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第４号　嘉島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
　する条例の制定について
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第５号　嘉島町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
　を改正する条例の制定について
　・上記の２件については、児童福祉法に基づき厚生労働省令で定める基準が改正され４月１日
　　から施行されることに伴い、本条例の一部を専決により改正
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて　　
　専議第６号　令和５年度嘉島町下水道事業会計補正予算（第１号）
　・債務負担行為の補正を行うもので、「下水道施設改築工事委託」の既定限度額9,600万円を9,801
　　万円に
○嘉島町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
　改正する条例の制定について
　・子ども・子育て支援法に基づき内閣府令で定める基準が改正されたことに伴い、本条例を制定
○嘉島町重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・熊本県重度心身障害者医療費助成事業費補助金交付要領の一部を改正する要領が４月１日か
　　ら施行されたことに伴い、本条例を制定
○嘉島中学校体育館屋根改修工事請負契約の締結について
　・嘉島中学校体育館屋根改修工事請負契約の締結を行うもの
　　請負代金額：7,326万８千800円
○嘉島町町道の路線廃止について
　・北甘木地区１・２号線を廃止
○嘉島町町道の路線認定について
　・ゆうすいの杜開発に伴い、新たに北甘木地区１・２・６号線・北甘木小迫原線及び、ゆうすいの杜
　　１号線から９号線を町道に認定
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○令和５年度 嘉島町一般会計補正予算（第２号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に１億8,945万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を66億5,826
　　万９千円に
　・地方債の補正を行うもので、「学校教育施設等整備事業」の既定限度額9,350万円を１億7,090
　　万円に

追加議案　同意・諮問案件
○固定資産評価員の選任について
　・固定資産評価員及び同補助員の設置規定により、本町税務課長の富嶋信行 氏を選任するため
○人権擁護委員候補者の推薦について
　・人権擁護委員の牛嶋たけ子 氏（北甘木）が令和５年９月30日をもって任期満了となるので、
　　同氏を再度候補者として推薦するため
○人権擁護委員候補者の推薦について
　・人権擁護委員の西川英二 氏（西村）が令和５年９月30日をもって任期満了となるので、後任
　　に藤瀬幸廣 氏（下六嘉）を候補者として推薦するため
○人権擁護委員候補者の推薦について
　・人権擁護委員の服部秀月 氏（下仲間）が令和５年９月30日をもって任期満了となるので、後任に
　　松山昌紹 氏（上島）を候補者として推薦するため

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
人
権
相
談
を
受
け
た
り
人
権
の
考

え
を
広
め
た
り
す
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
民
間
の
方
々
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
制
度
は
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
が
人
権
思
想
を
広
め
、
地
域
の
中
で
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
考
え

か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
制
度
と
し
て
発
足
。

　

現
在
１
４
，
０
０
０
人
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
全
国
の
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
、

積
極
的
な
人
権
擁
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
日

　

人
権
擁
護
委
員
が
組
織
す
る
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
が
国
民
の
皆
さ

ん
の
相
談
に
応
じ
る
存
在
と
し
て
各
市
町
村
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
日
と
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
か
ら
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
人
権
相
談
所
開
設
事
業
を
実
施

し
、
毎
年
６
月
１
日
前
後
に
、
全
国
各
地
の
公
共
施
設
等
に
お
い
て
特
設
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
委
員
と
は

　

評
価
員
は
町
長
の
指
揮
を
受
け
て
固
定
資
産
を
適
正
に
評
価
す
る
た
め
次
の
職
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
１
）
固
定
資
産
の
実
地
調
査
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
固
定
資
産
評
価
調
書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
固
定
資
産
価
格
決
定
の
補
助
に
関
す
る
こ
と
。

（
４
）
そ
の
他
固
定
資
産
の
評
価
事
務
に
必
要
な
こ
と
。
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▪�

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
維
持
管
理
は

▪�

町
主
催
の
自
主
文
化
事
業
は

問 

現
在
、
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

た
く
さ
ん
雑
草
が
生
え
て
い
る
状

況
で
、
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
が
除
草

し
て
い
る
が
対
応
で
き
る
量
で
は
な
い
。

　
体
育
の
授
業
、
部
活
動
で
は
支
障
が
出

て
い
な
い
の
か
。
対
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。答

（
学
校
教
育
課
長
）

　

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
雑
草
に
関

し
て
は
、
令
和
2
年
度
当
初
に
お
い
て

実
施
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
う
臨
時
休
校
に
よ
り
、

長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
管
理
が
十
分
に
は
出
来

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
の
数

の
雑
草
が
増
殖
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
学
校
再
開
や
管
理
に
よ
り

減
少
は
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
一
部
で

影
響
が
残
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
中
学

校
の
大
規
模
な
施
設
整
備
、
具
体
的
に

は
、
今
年
度
に
体
育
館
の
屋
根
改
修
工

事
を
、
ま
た
、
数
年
の
う
ち
に
生
徒
数

増
加
に
伴
う
校
舎
増
改
築
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
大
型
重
機

の
乗
り
入
れ
も
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に

は
、
運
動
場
そ
の
も
の
の
使
用
形
態
を

見
直
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

除
草
に
つ
い
て
は
、
慣
行
と
し
て
、

生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
な
ど
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
利
用
に
関
わ
る
方
々
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
、
体

育
の
授
業
や
部
活
動
に
雑
草
に
よ
る
支

障
は
出
て
い
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
が
、
先
に
申
し
上
げ
た
よ
う
な
事

情
も
考
慮
し
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

整
備
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

木下　　武 議員

屋根改修工事が行われる中学校体育館

問 

町
民
会
館
ア
ク
ア
は
施
設
が
充
実

し
て
い
る
が
、
町
民
の
文
化
の
向

上
の
た
め
の
活
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
め
る
町
主
催
の
自
主
文
化
事
業
の
計
画

は
あ
る
の
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）

　
町
民
会
館
ア
ク
ア
で
の
町
民
文
化
向
上

の
た
め
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
文

化
の
日
に
嘉
島
町
文
化
協
会
主
催
の
「
嘉

島
町
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
文
化
祭
で
は
、
町
内
の
幼
稚
園
、

保
育
園
児
や
小
中
学
生
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

を
は
じ
め
、
町
教
育
委
員
会
が
町
民
会
館

で
実
施
し
て
い
る
公
民
館
講
座
や
町
民
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
や
展
示
が
あ
り
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
を
い
た
だ

き
、
学
習
や
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
も
、
こ
の
文

化
祭
を
町
民
の
文
化
活
動
振
興
の
重
要
な

機
会
と
と
ら
え
、
後
援
の
ほ
か
、
運
営
・

開
催
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
職
員
の
協
力
、

補
助
金
の
助
成
な
ど
、
積
極
的
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
、
４
年
ぶ
り
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
教
育
委
員
会

と
し
ま
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
支
援
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
文
化
事
業
や
文
化
活
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
の
方
々
が
主
役
、
教
育
委
員
会

は
そ
れ
を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
が
基
本

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
考
え
方
の

下
、
今
後
と
も
、
町
に
お
け
る
文
化
事
業

等
の
振
興
、
そ
し
て
町
民
会
館
が
文
化
事

業
等
を
は
じ
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
よ

り
一
層
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

嘉島町民会館ホール「アクア」中学校グラウンド
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▪�

「
生
理
の
貧
困
」
が
全
国
で
も
問
題
と
な
る

中
、
町
内
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
常
備
さ
れ
る
予
定
は
あ
る
の
か

▪�

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
は

▪�

嘉
島
西
小
学
校
の
制
服
に
つ
い
て
見
直
し
の
予
定
は

あ
る
の
か

問
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
生
理
用
品

が
買
え
な
い
な
ど
の
家
庭
が
あ
り

「
生
理
の
貧
困
」
が
全
国
で
も
問
題
と
な
る

中
、
熊
本
市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
４
月

よ
り
市
立
小
中
高
、
支
援
学
校
専
門
学
校

の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備
し
て

い
る
。
熊
本
県
内
で
も
徐
々
に
予
算
化
し

て
い
る
市
町
も
あ
る
。

　
熊
本
県
は
高
校
で
試
験
的
に
実
施
し
て

い
る
。
生
理
用
品
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
不
登

校
に
な
っ
た
事
例
も
あ
り
、
嘉
島
町
と
し

て
も
早
急
に
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

答� （
学
校
教
育
課
長
）

　　
学
校
ト
イ
レ
に
お
け
る
生
理
用
品
の
常

備
設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
ト
イ
レ
で

の
常
備
設
置
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
忘
れ
た

り
、
急
に
必
要
に
な
っ
た
児
童
生
徒
へ
の

対
応
と
し
て
、
保
健
室
で
の
受
け
渡
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
、
中

学
校
と
協
議
し
ま
し
た
が
、
衛
生
管
理
の

課
題
や
、
保
健
室
で
対
面
で
の
受
け
渡
し

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
家
庭

状
況
を
把
握
し
や
す
く
な
る
等
の
理
由
か

ら
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

学
校
側
と
情
報
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

問
現
在
、
学
校
に
行
け
な
い
子
ど
も

た
ち
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
24
万
人
を
超
え
、
前
年
度
の

19
万
人
か
ら
25
％
増
加
し
過
去
最
多
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
の
学
習
は
町
内
全

校
タ
ブ
レ
ッ
ト
貸
与
も
あ
り
保
護
者
か
ら

の
安
堵
の
声
も
聴
か
れ
ま
す
が
、
一
方
、

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
に
近
づ
き
全
国
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
が
終
了
さ
れ
て
い
る
状
況

下
、
学
習
の
遅
れ
は
、
益
々
学
校
へ
足
が

遠
の
く
要
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
為
、
不

登
校
生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
要
望

す
る
声
が
多
数
あ
る
が
、
今
後
、
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答�  （
学
校
教
育
課
長
）

　　
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま
で
、
熊

本
大
学
と
連
携
し
て
、
中
学
校
に
お
い
て

授
業
配
信
の
研
究
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携

し
、
町
独
自
の
取
組
と
し
て
、
研
究
を
続

け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実
施
に
関
し
て

は
、
通
信
環
境
整
備
や
専
用
機
材
の
調

達
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
、
補
助
す
る
人
員
の
配
置
、
そ

し
て
、
授
業
を
受
け
る
子
ど
も
の
一
定
程

度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
で
あ
る
不
登
校

児
童
生
徒
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
、
教
職
員

の
研
修
、
専
用
機
材
等
の
環
境
整
備
を
進

め
て
、
可
能
な
教
科
等
か
ら
取
組
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
嘉
島
西
小
学
校
の
現
在
の
グ
レ
ー

の
制
服
着
用
が
整
備
さ
れ
た
の
は

昭
和
の
40
年
代
後
半
で
あ
る
。
生
地
こ
そ

変
化
し
て
い
る
が
長
い
年
月
見
直
し
さ
れ

て
い
な
い
。

①
高
価
で
あ
る

②
サ
イ
ズ
ア
ウ
ト
し
買
い
替
え
の
際
手
間

暇
が
か
か
る

③
着
用
す
る
機
会
は
年
に
３
回
ほ
ど
で
あ

る
④
嘉
島
町
内
の
公
立
小
学
校
で
規
定
が
違

う
根
拠
、
理
由
が
思
い
浮
か
ば
な
い

⑤
不
経
済
で
あ
る

⑥
嘉
島
町
内
で
転
校
の
際
も
買
い
替
え
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
無
駄
が
生
じ
て

い
る

⑦
生
理
の
際
の
漏
れ
が
目
立
つ
色
は
子
ど

も
に
優
し
く
な
い　

な
ど
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
見
直
し
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

答�  （
学
校
教
育
課
長
）

　　
西
小
学
校
の
制
服
に
つ
い
て
、
あ
く
ま

で
も
標
準
服
で
あ
り
、
式
典
等
の
行
事
以

外
の
通
常
時
に
着
用
す
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
学
校
に
確
認
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
な
負
担
軽
減
の
取

組
と
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
バ
ザ
ー
で
の

標
準
服
出
品
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
標
準
服
や
制
服
に
つ
い
て
は
、
校
長
の

権
限
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、
決

定
に
際
し
て
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
慎
重
に
決
定
す

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
御
質
問
の
趣
旨
を
学
校
側
へ
伝

え
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
し
ま
し

て
も
必
要
に
応
じ
て
助
言
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

穴井　智子 議員

不登校児童生徒へのオンライン授業
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▪�

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と

取
組
は

▪�

姉
妹
都
市
提
携
に
お
け
る
活
性
化

の
意
向
は

問 

平
成
28
年
度
に
創
設
さ
れ
た
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
国
が
認
定

し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
企
業
が
寄
付
を
行
っ

た
場
合
に
法
人
関
係
税
か
ら
税
額
控
除
す

る
仕
組
み
で
、
企
業
の
損
金
算
入
に
よ
る

軽
減
効
果
と
合
わ
せ
て
令
和
２
年
度
税
制

改
正
に
よ
り
拡
充
さ
れ
た
税
額
控
除
に
よ

り
最
大
で
寄
付
額
の
約
９
割
が
軽
減
さ

れ
、
実
質
的
な
企
業
の
負
担
が
約
１
割
ま

で
圧
縮
さ
れ
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
は
、

地
域
貢
献
を
含
め
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
の
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
全
国

の
自
治
体
が
大
き
な
財
源
確
保
を
目
的
と

し
て
努
力
や
工
夫
を
行
っ
て
い
る
と
理
解

し
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
、
こ
の

制
度
に
対
す
る
取
組
や
現
状
で
企
業
か
ら

の
寄
付
金
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。答

（
企
画
情
報
課
長
）

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
（
正
式
名
称
：

地
方
創
生
応
援
税
制
）
に
つ
い
て
は
、
企

業
が
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創
生
の
取
り

組
み
に
対
し
て
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
法

人
関
係
税
を
税
額
控
除
す
る
も
の
で
、
企

業
と
し
て
地
域
振
興
や
社
会
貢
献
が
で
き

る
ほ
か
、
法
人
税
の
高
い
軽
減
効
果
を
受

け
ら
れ
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
の
こ
れ
ま
で
の
寄
付
受
入
れ
実
績

は
令
和
３
年
度
に
１
社
よ
り
１
０
０
万
円

令
和
４
年
度
に
２
社
よ
り
30
万
円
、
令
和

５
年
度
に
は
現
時
点
で
１
社
よ
り
50
万
円

で
、
累
計
４
社
、
１
８
０
万
円
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
２
月
よ
り
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
「
乗

合
タ
ク
シ
ー
ゆ
う
す
い
G
O
」
に
係
る
事

業
経
費
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
令
和
２
年
度

の
税
制
改
正
以
降
、
全
国
的
に
市
場
は
拡

大
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
に
は
約
２
２

５
億
７
千
万
円
の
寄
付
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
寄
付
を
い
た
だ

け
れ
ば
、
貴
重
な
財
源
と
な
る
た
め
、
制

度
を
積
極
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、
応
援
し
た

い
自
治
体
と
し
て
選
ば
れ
る
よ
う
町
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

問 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
起
爆
剤
施
策

の
一
環
と
し
て
国
際
交
流
事
業
を

計
画
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。
姉
妹

都
市
提
携
は
自
治
体
に
文
化
的
、
行
政

的
、
経
済
的
効
果
を
も
た
ら
し
、
青
少
年

の
国
際
対
応
能
力
や
多
文
化
共
生
社
会
の

理
解
、
観
光
客
な
ど
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
に
幅

広
く
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
発
表
の
場

も
増
え
る
こ
と
や
対
外
的
な
本
町
の
Ｐ
Ｒ

に
も
繋
が
り
ま
す
。
友
好
地
域
の
十
分
な

調
査
、
研
究
は
必
須
で
す
が
、
無
理
が
な

い
負
担
で
取
り
組
ん
で
は
い
か
が
か
。

答
（
企
画
情
報
課
長
）

　
姉
妹
都
市
や
友
好
都
市
な
ど
の
都
市
提

携
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
観

光
な
ど
多
様
な
交
流
を
図
る
う
え
で
大
変

有
意
義
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
姉
妹
都
市
な
ど
の
都
市
提
携
は
締

結
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
災
害
時
提
携
都
市

に
つ
い
て
は
、
静
岡
県
清
水
町
（
し
み
ず

ち
ょ
う
）、
佐
賀
県
伊
万
里
市
（
い
ま
り

し
）、熊
本
県
菊
池
市
の
３
自
治
体
と
災
害

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
災
害
時
に
は
相

互
応
援
協
力
す
る
関
係
と
な
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　

　
都
市
提
携
に
つ
い
て
は
、
相
互
に
目
的

や
期
待
す
る
効
果
を
共
通
理
解
の
う
え
、

実
現
に
向
け
交
流
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
双
方
に
と
っ
て
必

要
な
提
携
事
項
が
あ
り
、
費
用
対
効
果
が

見
込
ま
れ
る
の
で
あ
れ
ば
都
市
提
携
の
機

運
が
高
ま
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
嘉
島
町
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
既
存
の

取
組
に
よ
り
自
治
体
間
交
流
を
促
進
し
、

施
策
ご
と
に
効
果
的
な
提
携
手
法
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

満田　和浩 議員

6

町政のここが聞きたい　一般質問



▪�

「
ゆ
う
す
い
の
杜
」整
備
に
お
け
る

道
路
標
識
の
設
置
は

▪�

国
道
４
４
５
号
歩
道
橋
の
整
備
は

▪�

小
・
中
学
校
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
計
画
は

問 

ゆ
う
す
い
の
杜
は
人
と
自
然
が
ふ

れ
あ
う
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
、

人
も
車
も
安
全
に
行
き
来
で
き
る
街
と
し

て
分
譲
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
メ
ー
カ
ー
も
住
宅
建
設
の
た
め
の
工

事
車
両
が
行
き
来
し
て
い
ま
す
が
、
道
路

標
識
が
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
か
心
配
で
す
。
今
後
、
安
全

対
策
と
し
て
の
道
路
標
識
の
設
置
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
都
市
計
画
課
長
）

　
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
「
ゆ
う
す
い
の

杜
」
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４

月
か
ら
住
宅
メ
ー
カ
ー
に
向
け
た
分
譲
地

の
建
築
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
保
留
地
、

民
有
地
を
含
め
ま
し
て
、
63
区
画
が
分
譲

さ
れ
て
お
り
、
現
在
58
区
画
で
入
居
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

　
質
問
の
中
に
あ
り
ま
し
た
、
住
宅
建
築

の
た
め
の
工
事
車
両
に
つ
い
て
は
、
ゆ
う

す
い
の
杜
運
営
委
員
会
に
て
「
建
築
工
事

に
関
す
る
注
意
事
項
」
作
成
し
、
会
員
の

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
建
築
工
事
中

の
交
通
安
全
対
策
な
ど
も
含
め
、
周
知
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
道
路
標
識
に
つ
い
て
は
、
県
公
安
委
員

会
の
管
轄
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年

度
当
初
に
御
船
警
察
署
と
現
場
立
会
を
行

い
、
当
時
は「
建
物
が
な
い
状
態
で
は
、
見

通
し
な
ど
を
考
慮
し
た
危
険
箇
所
の
判
断

が
し
に
く
い
」
と
の
こ
と
か
ら
標
識
の
設

置
を
見
送
ら
れ
た
状
況
で
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
に
な
り
ま
す
が
、
区
画
整
備
が
進

み
ま
し
た
の
で
、
整
備
が
完
了
し
ま
し
た

区
画
内
の
道
路
標
識
な
ど
に
つ
い
て
、
再

度
御
船
警
察
署
と
の
確
認
作
業
を
行
い
、

地
域
住
民
の
安
全
対
策
に
つ
な
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

問 

嘉
島
西
小
学
校
の
通
学
路
に
国
道

４
４
５
号
の
歩
道
橋
が
あ
り
ま
す

が
、
錆
び
て
利
用
す
る
の
に
不
安
を
感
じ

ま
す
。
補
修
工
事
等
の
計
画
が
あ
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

　
ご
質
問
の
歩
道
橋
は
、
ご
指
摘
の
と
お

り
塗
装
が
剥
が
れ
、
錆
び
が
目
立
つ
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
態
を
受
け
、
嘉
島
町
も
歩
道
橋

の
管
理
者
で
あ
る
熊
本
県
に
対
し
て
継
続

し
て
修
繕
の
要
望
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
管
理
者
の
熊
本
県
は
５
年
に
一
度
の
周

期
で
定
期
点
検
を
実
施
し
て
お
り
、
本
歩
道

橋
は
昨
年
度
橋
梁
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
塗
装
の
経
年
劣
化
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
歩
道
橋
全
体
を
複

数
年
に
分
け
て
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
、

昨
年
度
末
、
最
初
の
修
繕
と
し
て
、
小
学

校
側
の
階
段
部
の
塗
装
工
事
が
発
注
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
予
算
を
確
保
し
、
順
次
修
繕
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
工
事
中
は
通
行
止
め
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、
利
用
者
数
が
減
少
す
る

小
学
校
の
夏
休
み
期
間
中
に
施
工
で
き
る

よ
う
、
現
在
、
工
事
受
注
者
と
協
議
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
が
整
い
ま
し
た
ら

小
学
校
側
と
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

問 

現
在
、
本
町
で
は
、
車
椅
子
を
利

用
し
て
い
る
児
童
に
対
し
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
車
椅
子
や
歩
行
が
困
難
な
児

童
生
徒
は
増
加
す
る
と
考
え
ま
す
の
で
、

小
・
中
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
向
け
た
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

　
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
児
童
生
徒
へ

の
対
応
と
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

を
は
じ
め
、
学
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
多
額
の
費
用
や
学
校
施
設
の
構
造
の

見
直
し
も
必
要
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
施

設
の
老
朽
化
や
今
後
の
児
童
生
徒
の
増
加

に
対
応
す
る
た
め
に
小
中
学
校
の
増
改
築

を
予
定
し
て
お
り
、
今
年
度
予
算
に
設
計

費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
各
学

校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
含
め
設
計

を
行
い
、
来
年
度
以
降
、
増
改
築
に
併
せ

て
、
順
次
、
設
置
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
学
校
の
施
設
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
町
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
基
本

と
し
、
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

鍋田　　平 議員

ゆうすいの杜内、交差点

国道445号歩道橋
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町政のここが聞きたい　一般質問



議会報告

上益城消防組合 (川野議員・満田議員）
令和５年第１回臨時会（令和５年５月20日開催）

令和５年第１回臨時会（令和５年６月22日開催）議会報告

・上益城消防組合監査委員（議会選出）の選任に付き同意を求めることについて
・上益城消防組合職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
・上益城消防組合職員の定数に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・財産の取得について（高規格救急自動車）
・令和５年度上益城消防組合一般会計補正予算（第１号）について

 ７議案が提案され、原案のとおり同意・可決しました。

・御船地区衛生施設組合監査委員（議会選出）の選任について
・御船地区衛生施設組合監査委員の選任について
　議長・副議長の選挙があり、春日議員が組合議長に就任しました。

 ２議案が提案され、原案のとおり同意されました。

御船地区衛生施設組合 (境野議員・春日議員）

令和５年第１回上益城広域連合議会臨時会（令和５年６月27日）議会報告

・上益城広域連合監査委員（議会選出）の選任について
 １議案が提案され原案のとおり同意されました。

上益城広域連合議会 (森田議員・増岡議員）

▪�

簡
易
水
道
事
業
の
整
備
状
況
は

問 

現
在
、
ゆ
う
す
い
の
杜
住
宅
地
に

お
い
て
簡
易
水
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
全
体
計
画
か
ら
み
た
進
捗

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
又
、
既
存
集
落
へ
の
供
給
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
建
設
課
長
）

　
平
成
25
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
に
か
け

て
水
源
地
並
び
に
配
水
場
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
嘉
島
東
部
台
地
土

地
区
画
整
理
事
業
の
道
路
及
び
宅
地
整
備

の
進
捗
に
合
わ
せ
て
配
水
管
埋
設
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
３
月
末
時
点
で
の
配
水
管
埋

設
総
延
長
は
約
2.9
㎞
と
な
っ
て
お
り
、
簡

易
水
道
供
給
世
帯
数
は
71
世
帯
、
２
１
７

名
の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
既
存
集
落
へ
の
供
給
計
画
に
つ
い
て
は

簡
易
水
道
事
業
は
基
本
計
画
時
点
よ
り
嘉

島
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
に

加
え
、井
寺
並
び
に
北
甘
木
の
既
存
集
落
も

事
業
実
施
範
囲
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
に
は
北
甘
木
の
既
存
集
落

に
対
し
て
約
1.4
㎞
の
配
水
管
埋
設
を
行
い

68
世
帯
へ
の
水
供
給
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
そ
の
内
の
14
世
帯
が
接
続
申

請
を
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
嘉
島
東
部
台
地
土
地
区
画
整

理
事
業
の
進
捗
と
足
並
み
を
揃
え
、
既
存

集
落
の
供
用
区
域
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

境野　隆文 議員

東部配水場［配水タンク］
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町政のここが聞きたい　一般質問

常任委員会活動報告

令和５年７月11日（火）　
出席者：建設常任委員（春日・満田・齊藤）
説明者：建設課長・建設係長・建設課技師
内　容：①事業報告（建設係・下水道係・上水道係）について
　　　　②現地視察

建設係より、令和３年度から令和５年度までの主要事業（13路線）
の概要の説明を受けました。施工の概要としては、歩道設置が３ヶ所、
道路拡幅が３ヶ所、交差点改良が２ヶ所、舗装が３ヶ所、橋梁補修が２ヶ
所あり本年度以降も引き続き７ヶ所の工事が進められます。

新規の工事については、定期的な点検結果、地元からの要望、学校関
係者による要望、予算等を勘案しながら工事を決定進めていくとのこと
です。

大型半導体工場建設の影響で、コンクリート製品の入荷が以前より遅
くなっているとの報告を受けました。

次に、下水道係より、令和５年度の主要事業概要の説明があり、現在、
工事が行われている井寺地区、西村地区、上仲間地区の工事をさらに進
めていくとのことでした。現在、下水道の供用区域内人口7,748人に対
して、6,374人の方が接続され現在82.3％の方々が接続されているとの
ことです。

次に、上水道係より、平成26年度に水源地井戸工事、平成27年度に
水源地場内工事、平成28年度に井戸の外構工事、導水管埋設、平成29
年度配水池設置工事、令和元年度から配水管工事が施工されてきた。今
後も東部台地区画整理事業の進捗に合わせて工事を進めていくとの事です。

その後、無田橋の下水道事業の施工現場等の現地視察を行いました。

建設課より説明を受ける

無田橋の施工現場を視察する建設
常任委員

建設常任委員会所管事務調査　



議会報告

上益城消防組合 (川野議員・満田議員）
令和５年第１回臨時会（令和５年５月20日開催）

令和５年第１回臨時会（令和５年６月22日開催）議会報告

・上益城消防組合監査委員（議会選出）の選任に付き同意を求めることについて
・上益城消防組合職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について
・上益城消防組合職員の定数に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・上益城消防組合職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について
・財産の取得について（高規格救急自動車）
・令和５年度上益城消防組合一般会計補正予算（第１号）について

 ７議案が提案され、原案のとおり同意・可決しました。

・御船地区衛生施設組合監査委員（議会選出）の選任について
・御船地区衛生施設組合監査委員の選任について
　議長・副議長の選挙があり、春日議員が組合議長に就任しました。

 ２議案が提案され、原案のとおり同意されました。

御船地区衛生施設組合 (境野議員・春日議員）

令和５年第１回上益城広域連合議会臨時会（令和５年６月27日）議会報告

・上益城広域連合監査委員（議会選出）の選任について
 １議案が提案され原案のとおり同意されました。

上益城広域連合議会 (森田議員・増岡議員）

月　日 項　　　　目 場  所  等

４月 ４日 加勢川改修促進期成会監査（森田議長） 正副議長室

４月 ７日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成
会会計監査（川野副議長） 正副議長室

４月 ７日 広報特別委員会（第46号編集会議） 監査委員室

４月１０日 嘉島町人権教育推進協議会決算監査
（森田議長） 嘉島町民会館

４月１８日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

４月１９日 令和５年度嘉島町文化協会理事・総代会
（森田議長） 嘉島町民会館

４月２３日 嘉島町老人クラブ連合会総会（森田議長） 嘉島町民会館

４月２７日 令和５年度嘉島町商工会通常総会（森田議長） 嘉島町民会館

４月２８日 大分市議会行政視察（森田議長） 役場会議室

５月１０日 春の全国交通安全運動４町合同出発式
（全議員） 町民会館

５月１２日 かしま水の郷まつり実行委員会　(森田議長) 役場庁議室

５月１４日 緑川水防演習（森田議長） 宇土市

５月１８日 上益城郡町村議会議長会臨時会（森田議長） 甲佐町

５月１８日 随時監査町長報告
例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

５月１９日 九州中央自動車道建設促進期成会総会
（森田議長） 御船町

５月２０日 令和５年第１回上益城消防組合議会臨時会
（川野・満田） 組合議場

５月２２日 議会運営委員会 役場庁議室

５月２２日 「加勢川改修促進期成会」他４期成会 KKRホテル
５月２３日
   ～２４日

令和５年度町村議会議長・副議長全国研
修会（森田議長・川野副議長）

東京国際
フォーラムほか

５月２５日 宮城県名取市議会行政視察（森田議長） 役場会議室

５月２５日 嘉島町農業振興地域整備促進協議会
（森田議長・鍋田） 役場会議室

月　日 項　　　　目 場  所  等

５月２６日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成
会理事会・幹事会（森田議長） 御船町役場

５月２９日 嘉島町人権教育推進協議会企画委員会
（森田議長・境野） 役場会議室

５月３０日 矢部阿蘇公園線整備促進期成同盟会総会
（森田議長） 南阿蘇村

５月３０日 上益城郡監査委員連絡協議会定期総会
(増岡議選監査委員) 山都町役場

６月 ２日
   ～５日

令和５年第２回嘉島町議会定例会・全員
協議会

議場
議員控室

６月 ６日 令和５年度上益城郡社会教育委員連絡協
議大会（森田議長）

益城町
ミナテラス

６月 ９日 やな開き（森田議長） 甲佐町やな場

６月１３日 令和５年度嘉島町災害対策会議水防協議会
（森田議長） 役場会議室

６月１５日 例月現金出納検査（増岡議選監査委員） 監査委員室

６月１９日 嘉島町人権教育推進協議会総会
（森田議長・鍋田・境野・春日） 嘉島町民会館

６月２０日 嘉島町社会福祉協議会評議委員会・理事会
（増岡） 福祉センター

６月２２日 広報特別委員会（第47号編集会議） 監査委員室

６月２２日 令和５年第１回御船地区衛生施設組合議
会臨時会（境野・春日） 組合議場

６月２２日 松前重義記念館運営委員会（森田議長） 水春

６月23日 第22回上益城農業協同組合通常総代会
（森田議長） 嘉島町民会館

６月２６日 嘉島町公民館運営協議会（森田議長） 嘉島町民会館

６月２７日 令和５年度第１回上益城広域連合議会臨
時会（森田議長・増岡） 福祉センター

６月２９日 嘉島町青少年育成町民会議総会（森田議長） 役場会議室
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一部事務組合議会報告・主な議会活動

主な議会活動（令和５年４月から令和５年６月まで）



地域から
こんにちは

　今の楽しみは
　野菜作りです。自分で作った野菜を食べることが楽しみ。10種類以上を作って
います。
　また、孫５人、ひ孫９人の成長も楽しみです。
　検査で骨年齢（骨密度）が23才と、とてもお元気なお話し好きな地域のおばあ
ちゃんです。

　宮田アキ子さんは、老人会に所属され、子どもの見守り活動を継続されていま
す。高齢者相談員もされており、以前は生活困窮の支援も。ボランティアは約30年
活動されています。

Q
A

宮田アキ子 さん　85歳　鯰地区

嘉島東小運動会 交通安全をドライバーに呼びかける　　　　　
嘉島保育園園児ら

嘉
島
町
議
会
広
報

第
47
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局
〒
８
６
１-

３
１
９
２

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０

☎
０
９
６-

２
３
７-

５
５
２
５
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みんなのフォトコーナー

みなさんからの写真を募集しています
議会事務局に写真を持参いただくか、メールの場合は、写真を添付し氏名、コメントを入力のうえ
gikai@town.kashima.kumamoto.jpまで送信してください。

再生紙を使用しています。

　

※次の議会は、９月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。お問い合わせは、議会事務局まで。（237-5525）

委 

員 

長
　
満
田 

和
浩

副
委
員
長
　
森
下 

文
夫

委
　
　
員
　
増
岡
　 

司

委
　
　
員
　
齊
藤
　 

進

委
　
　
員
　
穴
井 

智
子

委
　
　
員
　
木
下 

　
武

発
行
責
任
者　

　

  

議　
　

長　

森
田 

義
雄

編
　
集
　
後
　
記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が

「
５
類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

日
常
生
活
が
少
し
ず
つ
戻
っ

て
き
て
い
る
人
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
小
中
学

校
の
運
動
会
で
は
、
人
数
制

限
な
し
、
マ
ス
ク
な
し
で
皆

さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
感
染
拡
大
の
可
能
性

は
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
対
策
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

梅
雨
が
明
け
る
と
本
格
的

な
暑
さ
が
待
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

　

読
者
で
あ
る
町
民
の
方
々

か
ら
の
感
想
や
ご
意
見
を
頂

け
れ
ば
よ
り
良
い
紙
面
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
下
）


